
(1) 障害理解の促進と権利擁護の推進
　
①障害者差別解消

②パラリンピックに向けた障害理解・交流促進

(2) 障害児支援の充実

①発達評価体制強化

②発達相談・支援総合情報提供

③障害児施設給付・措置

④児童発達支援センター運営支援
⑤児童発達支援施設運営管理
⑥児童発達支援センター地域支援
⑦発達障害児緊急対応

⑧発達障害児者支援体制整備

⑨医療的ケア児者等支援体制整備

⑩就学前療育支援推進

⑪医療的ケア児受入体制整備【新規】

(3) 地域生活支援体制の充実

①地域生活支援拠点整備

②相談支援事業の実施

③障害者家族支援等推進

④重度障害者コミュニケーション支援

　発達障害に関する医療相談をはじめ，発達相談支援センターの評価体制を強化する。

672 千円 (672 千円）

635,724 千円 (623,313 千円）
23,528 千円

　発達に関する相談窓口や支援施策等の情報を網羅したパンフレットを作成する。

4,732,243 千円 (4,128,665 千円）
　放課後等デイサービス等の障害児通所給付・障害児入所給付・措置委託等を行う。

13,421 千円 (14,226 千円）

令和３年度 仙台市健康福祉局主要事業（当初予算）

　障害者保健福祉の推進

23,944 千円 (24,042 千円）
令和３年度予算額 （令和２年度当初予算額）

5,513,944 千円 (4,905,444 千円）

799 千円 (799 千円）

18,626 千円 (17,120 千円）
障害当事者講師による企業・団体向けの「障害理解サポーター養成研修」や学生を対象としたワーク

ショップ「ココロン・スクール」等の各種啓発を行う。

5,318 千円 (6,922 千円）
障害者スポーツのイベントやボランティア活動の支援を通じ，パラリンピックを契機とした障害理解

のさらなる促進を図る。

行動障害等を有する発達障害児の緊急一時保護を行うため，年間を通じてショートステイ実施事業所
に受け入れ枠（１人分）を確保する。

87,660 千円 (82,564 千円）
・自閉症児者相談センター事業，発達障害児者自立支援事業等を実施する。

・強度行動障害児者とその家族が地域で安心して生活できるよう，第二自閉症児者相談センターの相談
支援体制を拡充する。

1,128 千円 (962 千円）

(36,973 千円）
1,825 千円 (1,825 千円）

医療的ケアが必要な障害児の放課後等の受入先となる障害児通所支援事業所に，訪問看護に必要な経
費の一部を助成することで，受入体制を整備する。

6,363,482 千円 (6,310,370 千円）

29,503 千円 (24,766 千円）

重症心身障害・医療的ケア児者の現状と課題を共有し，医療・福祉・教育等のネットワークを構築す
ることで，支援体制の整備を図る。

15,944 千円 (15,445 千円）
発達に不安を抱える未就学児やその保護者への支援体制をさらに整えるため，ペアレント・プログラ

ムを活用した啓発・相談や，保育所，幼稚園等との併行通園をモデル事業として実施する。

1,000 千円 (0 千円）

・障害児者と家族が安心して地域で生活できるよう各種相談事業を実施する。

・複合的な課題を抱える障害児者やその家族への支援を強化するとともに相談支援事業所等の人材育
　成を行い，相談支援体制の充実を図る基幹相談支援センター事業を実施する。

4,135 千円 (127,667 千円）
　障害児者を預かり，介護サービスを提供する。

13,367 千円 (13,184 千円）
在宅で生活する障害児者及びその家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう，緊急時の相談支

援及び受け入れ等のコーディネートを行う。

366,602 千円 (357,675 千円）

意思表出に高い困難性を持つＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）等の進行性難病患者や重度障害者のコ
ミュニケーション支援を実施する。



⑤視覚障害者支援

⑥高次脳機能障害者支援

⑦入院時コミュニケーションサービス

⑧在宅重度身体障害者訪問入浴サービス

⑨医療的ケア障害児者等支援

⑩医療的ケア障害者対応型グループホーム運営費補助

⑪精神障害者地域社会交流促進

⑫精神障害者家族支援

⑬精神科救急システム整備

⑭自殺総合対策推進

⑮ひきこもり者地域支援

⑯中高年ひきこもり者向けの居場所の提供

⑰難病患者サポート

⑱補装具費支給等

⑲障害者自立支援医療給付

⑳指定難病医療費助成

(4) 就労と社会参加の充実

①障害者就労支援センター運営

305 千円 (324 千円）
脳損傷の後遺症である高次脳機能障害者及びその家族が安心して地域で生活できるよう，総合相談や

普及啓発を含めた研修会などを実施する。

1,548 千円 (3,405 千円）
意思疎通の困難な入院中の重度障害者に対し，医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にするた

めの支援員の派遣を行う。

34,609 千円 (35,580 千円）
　視覚障害者が安心して地域で暮らすことができるよう，相談支援，就労支援及び余暇活動支援等の支
援を行うほか，生活訓練や交流会・研修会を実施する。

令和３年度予算額 （令和２年度当初予算額）

4,440 千円 (4,440 千円）
医療的ケアが必要な重症心身障害者が，住み慣れた地域で生活していくことができるようグループ

ホームの運営費を補助する。

7,973 千円 (8,434 千円）
精神疾患や精神障害に対する偏見や差別の解消を図るため，精神障害者が自らの病の体験等を発信す

る講演会を開催する。

91,685 千円 (93,966 千円）
入浴に全面介助を必要とする重度の身体障害者，難病患者等の自宅に訪問入浴車を派遣し，入浴の介

助を行う。

17,304 千円 (14,809 千円）
　医療的ケアを要する障害児者が円滑に利用できるよう医療型短期入所事業所の空床の常時確保や，事
業所間連携強化等のためのコーディネーターを配置するほか，福祉型短期入所事業所に看護師を配置す
る費用を補助する。

43,132 千円 (24,931 千円）
・関係機関と連携を図りながら，各区保健福祉センター等に対する助言や情報提供，人材育成等を行
　う地域自殺対策推進センターを設置する。

・若年者の身近なコミュニケーションツールであるＳＮＳを活用し，若年者が抱える様々な困りごと
　や悩みに関する相談窓口を通年で設置し，相談体制の充実を図る。

・弁護士等専門職種による対面相談を実施の上，困りごとの解決に向け様々な社会資源のコーディ
　ネート等を行うことにより，生活苦等からの自死の抑制を図る。

31,098 千円 (31,099 千円）

1,075 千円 (937 千円）
精神障害者の家族が抱える悩み等に対応するため，ピア家族相談員を養成する研修を実施するととも

に，相談員を活用した相談の機会の確保を図る。

58,910 千円 (51,480 千円）
　24時間365日対応の精神科救急医療体制を県・市共同で運営実施する。

　各区の看護師による訪問相談等を行うほか，難病サポートセンターにおいて，難病患者を対象とした
相談支援や医療相談会，ピアカウンセリング等を実施する。

342,617 千円 (373,554 千円）
身体障害者等を対象に，補装具等の購入・修理等費用を支給するほか，難病患者等に対して補装具等

の賃借費用を助成する。

ひきこもり状態にある本人やその家族に対して，電話・訪問等による相談支援や，関係機関との連
携，ひきこもり青少年等に対する就労，社会参加プログラムの提供により適切な支援を行う。

3,996 千円 (1,692 円）
ひきこもり状態が長期化した中高年齢者向けに，状態に合わせた対人交流の機会や安心して過ごすこ

とができる居場所を提供し，社会参加の促進を図る。

14,772 千円 (15,814 千円）

159,269 千円 (173,980 千円）

59,600 千円 (59,600 千円）
　求職者や企業等に対し,相談,援助,啓発等を行うことにより,障害者の就労を総合的に支援する。

3,363,103 千円 (3,407,284 千円）
　心身の障害を除去・軽減するための医療費の自己負担額の一部を給付する。

1,933,308 千円 (1,719,329 千円）
　指定難病患者に係る医療費の自己負担分の一部を助成する。



②障害者就労プロモート

③障害者施設自主製品販売促進事業助成

④障害者在宅就労支援

⑤障害者雇用促進

⑥福祉的就労ステップアップ

⑦障害者雇用マッチング強化

⑧障害者スポーツ振興

(5) 安心して暮らせる生活環境の整備

①介護給付・訓練等給付

②精神障害者社会復帰施設運営管理
　障害福祉サービス事業所（３ヶ所）の運営管理を行う。

③障害者小規模地域活動センター運営費補助
④障害福祉サービス事業所等整備費補助
⑤グループホーム開設支援

⑥強度行動障害支援者養成研修費補助【新規】

⑦障害者施設等の維持補修・改修等
・パルいずみ大規模改修工事

・のぞみ苑・10-BOX解体工事

・長町代替施設（旧根岸保育所長町分園）解体工事

・ウインディ広瀬川居室エアコン取付工事

・八木山作業所解体工事

・その他維持修繕，備品購入等

⑧障害者福祉センター整備【新規】

⑨障害福祉サービス事業所等に対するサービス継続支援

⑩障害福祉サービス事業所等環境整備費補助

⑪障害者支援施設等に対する感染症対策研修

⑫障害福祉サービス人材確保・定着

1,522 千円 (1,476 千円）

　在宅就労に必要な知識・技術取得のためのセミナーを実施する。

11,348 千円 (10,864 千円）
　障害者雇用の促進のため，知的障害者チャレンジオフィスの運営を行う。

7,352 千円 (6,191 千円）

令和３年度予算額 （令和２年度当初予算額）

企業や市民の障害者就労に関する理解を深め，障害者雇用促進を図ることを目的として，「障害者雇
用促進セミナー」を開催する等の取り組みを行う。

6,680 千円 (6,578 千円）
障害のある方が製作する製品の販売促進を目指し，販売機会の提供や障害者の販売業務訓練等を実施

する。

1,402 千円 (1,349 千円）

19,057,696 千円 (17,581,562 千円）

18,468,500 千円 (16,854,486 千円）
　ホームヘルプ，生活介護等の介護給付及び就労継続支援，グループホーム等の訓練等給付を行う。

175,530 千円 (171,850 千円）

福祉事業所利用者の工賃向上のため，自主製品の販売促進，販路拡大等の支援を行うほか，福祉事業
所が企業等からの業務受注に向けたマッチング支援を行う。

8,362 千円 (8,408 千円）
企業側の障害者雇用に対する理解醸成を推進するとともに，業務の掘り起しや障害者と企業とのマッ

チング，就労定着支援を強化することにより，障害者雇用の一層の促進を図る。

63,003 千円 (79,514 千円）

グループホームの整備促進を図るため，グループホーム連絡会が実施する開設・運営に関する相談支
援や研修会等の活動に対し助成する。

1,000 千円 (0 千円）
グループホーム等の職員を対象に研修費を補助し，事業所での強度行動障害者の支援体制整備を促進

する。

184,480 千円 (162,120 千円）

177,194 千円 (188,855 千円）
12,720 千円 (203,635 千円）

300 千円 (300 千円）

9,915 千円 (0 千円）
(仮称）青葉障害者福祉センターを，旭ヶ丘市民センター別棟との合築により整備するための，基本

設計を行う。

22,863 千円 (0 千円）
新型コロナウイルス感染症による感染者又は濃厚接触者が発生した障害福祉サービス事業所等に対

し，利用者へのサービス提供を継続するために必要となったかかり増し経費を助成する。

市内の通所系事業所に対し，感染拡大防止研修会を実施する。また，市内の障害者支援施設へのゾー
ニング実地指導を実施する。

639 千円 (316 千円）
障害福祉に携わる人材の確保と定着を目的として，障害福祉事業所の新任職員や就職を希望する学生

が，仕事に関するやりがいや悩みについて話し合う交流会を開催する。

4,200 千円 (0 千円）
新型コロナウイルス感染防止対策等のため，障害福祉サービス事業所等がロボット等を導入するため

の経費を助成する。

355 千円 (0 千円）


